
さけ・ます保護の面管理事業に伴うサクラマス調査

担当者 増産課長

技師

技師補

夫

彦

茂
一
順
義

山

川谷

頼

育

長

I 目的

前年に同じ

E 調査方法及び内容
(ィ)老部Jll環境調査

a)天候及び気混

c )日照、及び雨量

e ) JI:口調査

b)水温及び水位

d )流量及び水質

f )魚類

(吋 マスの棚上産卵調査

a )棚上時期 一 b )同期(再生産率)

ヤマメについて

や4a)魚体測定結果
b) p a V V -ffi a r kの数と体長関係について

E 調査結果

① 環境条件は昭和38年以降、 4ヶ月のうち最良の状態で産卵時期の水混が高田K経過した。特

c )護卵調査

K}I:口が北寄りに位置していた。
②走却1111(棲息ナる魚種として次の4種類を追加する。

スズキ科 ススキ サケ科 カワマス

キュウリウオ科 ワカサギ コイ科 マルタ

⑤ 昭和 41年はマスの不漁年陀当っているにも不拘例年K比べて糊量も多〈当然産卵床の数(1 

9 0床産着卵数推定<:5万粒)も之迄の最高を示した。(1・2図参照)

③ 昭和4 0年に標識放流した 92 4尾のヤマネから 6尾の回帰(回帰率0.65 %)し昭和 38年

の再生産率は 72. 6と云う数値を得た。

⑤ 魚体調査の結果特陀異る点は 7月の 0年魚、のヤマネについて体長を組整をみると下表のように

年々倭少イヒの傾向にある。水面保護陀よる稚魚、の増加によるものか河床の荒廃Kよって飼料不足

を招来しているためのものかその原薗は不明である。

年 度 7月に囲おサナ(るヤマメの 平均体長 標本個体数
体長範 日年魚)

J 

昭 3 8 8. 6~ 1 O. 4ι初 9. ocm 5尾

3 9 6.9-1 0.4 8.6 2 4尾

4 0 7.4-1 0.7 
a斗 6尾

6.2-8.8 7. 6 17I'tJ 
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③ 天然記卵床に産着された卵は積算温度が 33 0 'c 以上VL~ればフ化するO

⑦ ヤマメの parv-markの数と体長との関係をみると P-Mの数は 8から 12の聞に不布

し左右同数のものもあるが左右異なる場合は左右の何れかが 1 または上 2である。然し上 2の

場合は極〈稀でその頻度分布は?から 11の聞が最も多い。

次に之を本、支流別、♀合別にみると本流筋のものに「いては♀合大体同一領向Vてあるが支流の

それは♀の方が合に比べて分布のrtが11:0 l.うとあ心μ

N 今後の課題

⑦ マスが天然産卵をなと念う水域は保護水面として指定する必要があるo同時にヤマメの降海期

である 4月から 6月Vてかけてはヤマメの探織を全面禁止する措置が望ましい。

② 天然に産着された卵がその後戸il11主主その変化によってどのよう念歩習を示ナか荷)11の経緯と河

川:vて沿けるヤマメの資源去の理係(自然死、食害等)を杷援しその年の資源量を求める必要があ

る。

⑤ 降海したヤマメが海岸Kお通いてどのようを生活史を辿るか主t態的~面の追究と併せて回帰と漁

護の関係を調査する必要があるO そのためには年々標識放旅を実施して効果の測定をま?と念うべ

きであると考える。

(昭和 41年度、さけ、ます保護水面管理事業!ぐとも乏うサクラマス謁査報告書参照)
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